共通基準
道路占用に関する基準は、別に定める場合を除き、次に掲げるところによるものとする。

１　地面に接して設ける占用物件の場合は、次のとおりとする。

（1） 原則として、歩道を有する道路においては歩道内の車道寄り、歩道を有しない道路

においては路端寄りで、かつ、道路の構造又は交通に支障を及ぼすおそれのない場所に設けること。

（2） 歩道上に占用物件を設ける場合は、特別の定めがあるものを除き、歩道の有効幅員

　　を２ｍ以上確保し、かつ、歩車道境界から0.25ｍ以上離すこと。ただし、公益上やむを得ないと認められる場合は、この限りではない。

２　地上に設ける占用物件の最下部と路面との距離は、4.5ｍ以上とすること。ただし、歩道上においては、2.5ｍ以上とすることができる。

３　占用物件の構造は、次のとおりとする。

（1） 地上に設ける占用物件については、倒壊、落下、はく離、汚損、火災、荷重、漏水

などにより道路の構造又は交通に支障を及ぼさないものであること。

（2） 地下に設ける占用物件については、堅固で耐久力を有するとともに、道路及び地下

　にある他の占用物件の構造に支障を及ぼさないものであること。

（３）地下に設ける占用物件については、車道に埋設する場合においては、道路の強度に影響を与えないものであること。

４　占用物件の形状及び色彩は、美観を損なわないもので、かつ、周辺景観と調和したものであること。また、信号機又は道路標識の効用を妨げないものであること。

５　特別の定めがあるものを除き、占用物件に広告物を添加（貼付及び塗布を含む。）してはならない。

６　占用者は、占用物件を将来にわたり、適切に維持管理できる者であること。

７　占用者は、占用物件の日常的な安全管理に努めるとともに、災害時等には異常がないかどうか適宜点検すること。

８　占用者は、占用物件に占用者名等の表示を行うよう努めること。

